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後
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天
野
山
金
剛
寺
と
天
野
谷

金
剛
寺
の
中
心
伽が

藍ら
ん

周
辺
に
広
が
っ
て
い
た
子し

院い
ん

群ぐ
ん

。

か
つ
て
寺
領
だ
っ
た
天
野
谷
の
里
山
景
観
と
と
も
に
、

中
世
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

子
院
群
と
寺
領
天
野
谷

私
が
出
逢
っ
た
デ
ィ
ー
プ
な
中
世

　
金
剛
寺
に
は
か
つ
て
、
百
近
い
子
院
が

軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
今
も
残
っ
て
い

る
子
院
の
建
物
と
し
て
は
摩ま

尼に

院い
ん

や
観か

ん

蔵ぞ
う

院い
ん

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
摩
尼
院
に
は
南
北
朝
時
代
、南
朝
の
後

村
上
天
皇
が
、観
蔵
院
に
は
南
朝
に
幽
閉
さ

れ
た
北
朝
の
三
上
皇
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

現
在
の
摩
尼
院
は
当
時
の
建
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
安
土
桃
山
時
代
の
建
築
で
、重

要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
金
剛
寺
周
辺
は
か
つ
て
天
野
谷
と
呼
ば

れ
、
現
在
の
天
野
・
下
里
・
小
山
田
町
の

一
部
で
す
。
平
安
時
代
末
期
の
治じ

承し
ょ
う

四
年

（
１
１
８
０
）
に
金
剛
寺
領
と
な
り
ま
し
た
。

　
下
里
に
は
、
青あ

お

賀が

原は
ら

神
社
や
下
里
観
音

堂
が
あ
り
、
地
元
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て

い
ま
す
。
青
賀
原
神
社
は
天
野
谷
が
金
剛

寺
領
に
な
っ
た
同
じ
年
に
創
建
さ
れ
た
と

伝
わ
り
、
主
祭
神
は
金
剛
寺
鎮
守
社
と
同

じ
丹に

生う

・
高
野
明
神
で
す
。
空
海
が
神
社

付
近
を
通
り
か
か
っ
た
時
、九
つ
の
頭
を

も
つ
大
蛇
に
襲
わ
れ
、高
野
明
神（
狩か

り

場ば

明

神
）が
大
蛇
を
退
治
し
た
と
い
う
伝
説
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

金剛寺は室
む

生
ろう

寺
じ

（奈良）や慈
じ

尊
そん

院
いん

（和歌山）
などとともに「女人高野」と呼ばれます。昔、
女人禁制だった高野山に対し、金剛寺では女
性の参詣が許されていました。鎌倉時代初期
に女性皇族・八条院が金剛寺を支援したこと
などがその理由と考えられ、建久六年（1195
年）には尼僧がいたことも確認されています。

中世トリビア❹女人高野

後村上天皇がどんな暮らしを
していたのか、想像するだけ
でもワクワクします

ココが中世!
現在の大阪狭山市内から下里・天野町
を通って、金剛寺に至る道を「天野街
道」といいます。街道沿いには豊かな
里山景観が広がり、青賀原神社などが
点在しています。

Deep
!

今回の歴女
桑山理沙さん
お香の香りや静粛な空間。私
にとってお寺は自分と向き合
うのにぴったりの場所です。
悠久の歴史を物語る路を歩け
ば、季節によって変わる風景
が楽しめます。忙しい日々か
ら距離を置いて、心安らぐひ
とときを過ごしてみませんか。

　
　
摩
尼
院

　
鎮
守
社

　
天
野
街
道
か
ら

　
望
む
風
景

　
観
蔵
院

青賀原神社

摩尼院/市指定十一面観音立像

上空からの動画はＱＲコードから

山の上に色鮮やかなふたつの本
殿が。祀られている神様は丹生・
高野明神と水分明神です

日
本
遺
産
認
定
記
念
編
❹

◀至和泉市

170

金剛寺
天野山
バス停

Ｐ

▲
至
河
内
長
野

天
野
街
道

河内長野駅からバスに乗車、「天野山」
下車▷入山料：大人 200 円、小学生
100円▷午前９時～午後４時 30分


